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台東区都市計画マスタープランとは 

１ 策定の背景と目的
　様々な状況の変化や時代のニーズ、課題等に対応し、長期的な視点で区のまちづくりの将来
像とその実現に向けた大きな道筋を明確にするため、新たな都市計画マスタープラン（本マス
タープラン）を策定しました。

台東区の
まちづくりの将来像

これからの台東区のまち

現在の台東区のまち

台東区で展開される
様々な都市活動

新たな活動の誘発
様々なライフスタイル

が展開

活動の舞台となる台東区のまち

都市計画マスタープラン
にもとづくまちづくり

都市形成に影響を与えてきた要素（例）

江戸・明治・大正・昭和期における
産業・経済・都市施策

大火・震災・戦災・水害などの
災害

歴史に培われてきた
多様な暮らしやなりわい、文化

●都市の課題の解決
●今後の社会・経済状況の変化
●新たなニーズへの対応　　等

多様な主体の参画

都市基盤

都市空間

土地利用…

２ 本マスタープランの位置付け・役割 
　本マスタープランは、都市計画法第 18 条の 2 に定められた、「市町村の都市計画に関する
基本的な方針」として策定するものです。平成 30 年（2018 年）に策定した台東区基本構想
のもと、東京都の都市計画に関連する計画にも即し、その他区の関連計画と連携し策定しました。
 台東区基本構想に基づき、まちづくりの将来像を示すとともに、その実現に向けた基本的な考
え方や取り組みの方向性を示すものです。 

３ 計画期間 
　計画期間は概ね２０年間とし、社会経済状況の変化に対応するため、策定後１０年経過を目
途に検証を行います。

検証

平成 31 年
（2019 年）
現在

20 年後
の

将来像

10年後
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１ 将来像・基本目標と将来イメージ
　本マスタープランでは、基本構想と同様の「まちづくりの将来像・基本目標」を掲げるとと
もに、より具体的な方向性を示す「まちづくりの将来イメージ」を描き、これらの実現に向け
たまちづくりを推進します。

台東区が目指すまちの姿 

■台東区のまちづくりの将来像・基本目標

〈将来像〉
世界に輝く　ひと まち　たいとう

〈基本目標〉
● あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現
● いつまでも健やかに自分らしく暮らせるまちの実現
● 活力にあふれ多彩な魅力が輝くまちの実現
● 誰もが誇りや憧れを抱く安全安心で快適なまちの実現

世界に輝く魅力が
あるまち

■台東区のまちづくりの将来イメージ

　住む人、働く人、訪れる人、すべての人々は、安全安心で多様性が尊重された社会の中で、希望
と活力にあふれ、いきいきと活躍しています。
　長い間、積み重ねられてきた歴史や、まちに息づく多彩で粋な文化は、台東区を輝かせる光として、
人々の誇りや憧れであり続けています。
　台東区は、「ひと」も「まち」も輝くことで、世界中の人々を惹きつけ、ともに更なる活力と魅
力を生み出す「世界に輝く　ひと まち　たいとう」の実現を目指します。

伝統とチャレンジ
が生み出す活力が

あふれるまち

江戸から続く
多様性があるまち

みどりがまちに
溶け込む
快適なまち

いとなみを支える
安全安心なまち
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２ 将来地域像
　台東区のまちづくりの将来像実現のため、それぞれの地域における、ひとのいとなみのビジョ
ン（＝将来地域像）を例示し、魅力あるまちづくりを進めます。 

■各エリアの将来地域像

歴史や文化等の風情を
感じながら、安全で快
適に暮らしている

住む人がコミュニティ
を大事にしながら交流
し暮らしている

地域内外から多様な人々
が集い、お互いを尊重し
ながら共生している

住む人や訪れる人が、風
情や伝統を重んじながら
交流し暮らしている

水辺やみどりによる潤い
を感じながら、利便性を
享受し暮らしている

都心への近接性を活か
し、職と住が近接した利
便性の高い暮らしや活発
な商業活動をしている

アトリエの集積と利便性
の高い住環境が調和し、
創造と賑わいにあふれた
多様な活動をしている

業務集積による活力と便
利な都心居住を享受し、
働き、暮らしている

ものづくりに携わる人々が生み出す賑
わいや歴史・風情を享受しながら働
き、暮らしている

水辺やみどりによる潤いを感じなが
ら、誰もがいきいきと活動している

業務集積による活力とともに、都心居
住の利便性や寺町の雰囲気を享受して
いる

区の顔となる文化・観光機能の集積に
より活力があふれ、多くの人びとが往
来している

水辺の潤いを享受しながら、業務・商
業の活力や利便性の向上とともに、賑
わいと快適性が共存して暮らしている
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３ 都市構造
　台東区のまちづくりの将来像実現のため、まちの成り立ちや生活を背景とする地域特性を活
かしながら、目指すまちの骨格を明確にし、都市構造の形成に向けたまちづくりを進めます。
　都市構造は、区外との広域的な結びつきも考慮し、様々な機能の集積を図る「都市拠点」と、
これらの都市機能を連携・連担させ拠点間の交流をさらに促進する「都市軸」に加え、都市の
魅力と潤いの集積がある「地域資源」において、多様な魅力に満ちた活動を支える舞台を形成
します。 

■都市構造図
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４ 土地利用の方針
　台東区のまちづくりの将来像実現のため、まちの成り立ちや生活を背景とする地域の個性を
活かしながら、望ましいまちの利用方法（＝土地利用の方針）を明確にし、魅力ある土地利用
の誘導に向けたまちづくりを進めます。 

■土地利用方針図

〈基本的な考え方〉
●多様な機能が複合した台東区らしい土地利用の誘導
●個性ある拠点形成と機能集積による活力のあるまちづくり
●歴史ある文化・自然資源と一体となった市街地環境の形成
●安全・安心なまちを実現する土地利用の更新

商業・業務地

近隣商業地

沿道機能集合地

都市型複合市街地

都市型住宅地

生活・文化調和住宅地

水・みどり

基本的な土地利用区分

独創的な賑わいエリア

都市機能集積エリア

歴史・文化エリア

ものづくりエリア

特色を強化するエリア

×

都市型複合市街地のイメージ

生活・文化調和住宅地のイメージ
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分野別まちづくり方針

１ 生活・住宅まちづくり方針

２ 文化・産業・観光まちづくり方針

≪目標≫

≪目標≫

■方針図

■方針図

誰もがいきいきと暮らし続けられるまち

歴史・賑わいを継承し創造するまち
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３ 花とみどり・環境まちづくり方針

４ 景観まちづくり方針

≪目標≫

≪目標≫

■方針図

■方針図

花とみどり・水に囲まれた潤いを感じるまち

個性豊かな街並みが人々の愛着や誇りを生み出すまち

凡例

国立西洋美術館（世界文化遺産）

景観重要建造物

景観重要樹木

国指定史跡・名勝

国指定重要文化財

都選定歴史的建造物

大規模な緑地等

骨格となる景観軸

水辺の景観軸

地形を活かしたみどりの骨格

沿道の景観形成を図る主要な幹線道路

特に重点的に景観形成を図るエリア

風情や落ち着きのある景観を形成するエリア

伝統や賑わいを演出する景観を形成するエリア

伝統や生活を活かした景観を形成するエリア

活力のある都市的な景観を形成するエリア

水辺空間を取り込んだ潤いある景観を形成するエリア
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5 防災まちづくり方針

6 道路・交通まちづくり方針

≪目標≫

≪目標≫

■方針図

■方針図

様々な災害から生活・文化を守るまち

多様な人々の活動を支えるまち
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■地域区分図

杜とまちが一体となり
日本と世界をつなぐ文化・芸術のまち

１ 上野地域
≪将来像≫

■方針図

①上野地域
上野、東上野、北上野、台東、秋葉原、
池之端、上野公園周辺

②谷中地域 谷中、上野桜木、池之端周辺

③�浅草・中部地域 浅草、雷門、西浅草、花川戸、駒形、
元浅草、寿、松が谷、北上野、東上野周辺

④�根岸・入谷地域 根岸、入谷、竜泉、千束、下谷周辺

⑤北部地域 橋場、清川、日本堤、三ノ輪、東浅草、
竜泉、浅草、千束、今戸周辺

⑥南部地域
浅草橋、蔵前、柳橋、鳥越、
小島、三筋周辺

地域別まちづくり方針 
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2 谷中地域
≪将来像≫

歴史・文化を育み
新たな賑わいを創造するまち

3 浅草・中部地域
≪将来像≫

歴史・みどりを引き継いだ
生活・文化を大切にするまち

■方針図

■方針図

【エリア】
浅草寺周辺国際観光・賑わいのエリア

観光・都市機能集積エリア

商業・業務・都心居住複合エリア

水とみどりのエリア

【みち】
観光・賑わいのみち

生活・賑わいのみち

水・みどりのみち

【一般】
JR在来線

その他鉄道

都市計画道路

地域境界

【駅と施設等】
鉄道駅

主な公共施設

水の拠点

３．浅草

【エリア】
浅草寺周辺国際観光・賑わいのエリア

観光・都市機能集積エリア

商業・業務・都心居住複合エリア

水とみどりのエリア

【みち】
観光・賑わいのみち

生活・賑わいのみち

水・みどりのみち

【一般】
JR在来線

その他鉄道

都市計画道路

地域境界

【駅と施設等】
鉄道駅

主な公共施設

水の拠点

３．浅草

【エリア】
浅草寺周辺国際観光・賑わいのエリア

観光・都市機能集積エリア

商業・業務・都心居住複合エリア

水とみどりのエリア

【みち】
観光・賑わいのみち

生活・賑わいのみち

水・みどりのみち

【一般】
JR在来線

その他鉄道

都市計画道路

地域境界

【駅と施設等】
鉄道駅

主な公共施設

水の拠点

３．浅草

【エリア】
浅草寺周辺国際観光・賑わいのエリア

観光・都市機能集積エリア

商業・業務・都心居住複合エリア

水とみどりのエリア

【みち】
観光・賑わいのみち

生活・賑わいのみち

水・みどりのみち

【一般】
JR在来線

その他鉄道

都市計画道路

地域境界

【駅と施設等】
鉄道駅

主な公共施設

水の拠点

３．浅草
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4 根岸・入谷地域

人々が共生し
住み働き続けられる便利なまち

5 北部地域
≪将来像≫

■方針図

≪将来像≫
歴史・文化の風情や利便性を享受し

個性豊かに暮らせるまち

■方針図

【エリア】
生活・文化調和エリア

駅近接都心居住エリア

宿泊・賑わいのエリア

【みち】
生活・賑わいのみち

【一般】
JR在来線

その他鉄道

都市計画道路

崖線

地域境界

【駅と施設等】
鉄道駅

主な公共施設

【エリア】
生活・文化調和エリア

駅近接都心居住エリア

宿泊・賑わいのエリア

【みち】
生活・賑わいのみち

【一般】
JR在来線

その他鉄道

都市計画道路

崖線

地域境界

【駅と施設等】
鉄道駅

主な公共施設

【エリア】
生活・文化調和エリア

駅近接都心居住エリア

宿泊・賑わいのエリア

【みち】
生活・賑わいのみち

【一般】
JR在来線

その他鉄道

都市計画道路

崖線

地域境界

【駅と施設等】
鉄道駅

主な公共施設



12

6 南部地域
≪将来像≫

多様な職住近接スタイルを実現し
新たな産業や価値観を生み育てるまち

■方針図
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まちづくりの実現に向けて

まちづくりまちづくり

地権者地権者

商店主商店主 通勤者通勤者

応援者
（資金・マンパワー等）

応援者
（資金・マンパワー等）

通学者通学者行政行政

居住者
町会
居住者
町会

研究・教育機関研究・教育機関
まちづくり組織
（まちづくり会社等）
まちづくり組織
（まちづくり会社等）

事業者事業者

１ 協働によるまちづくりの推進
　台東区のまちづくりの将来像実現のためには、地域の魅力と活力、そして「自分たちのまち
は自分たちの意思でつくる」という意識が必要です。そのためには行政のみではなく、区民や
企業等がまちづくりに主体的にかかわり、自分たちのまちを自らつくることにより、ニーズに
即し、まちの個性を活かし、愛着を育む、継続的なまちづくりが可能となります。 

まちづくりの多様な主体

2 多様な主体による地域まちづくりの推進

▷地域ごとのまちづくりの推進
▷誰もが取り組みやすいまちづくり
▷�地域まちづくりの組織化・ルールづくりへの支援
▷地域からのまちづくりの提案の促進
▷�区民・企業等による地域の主体的な取り組みによ

るマネジメント組織

4 まちづくりに係る情報の収集・
共有と人材育成
▷開発等の早期把握
▷まちづくりに係る情報提供や人材育成の充実

3 まちづくりに係る制度の積極的な活用

▷都市計画制度等の積極的な活用
▷個別計画や関連条例・指導要綱等との連携

５ �都市計画マスタープランの適切な
運用・評価・見直し 
▷都市計画制度等の積極的な活用
▷個別計画や関連条例・指導要綱等との連携

Plan 計画 

Do 実施 Action 改善 
計画的な事業推進
P D C AP D C A

Check 評価 

Observe 観察 

Action 行動 社会情勢の変化へ
の対応

O O D AO O D A Orient 状況判断・
方向付け 

Decide 意思決定 
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6 まちづくり推進重点地区
（1）まちづくり推進重点地区におけるまちづくり
　拠点性の向上やまちづくりの課題解決の必要性が高い地区として「まちづくり推進重点地区」
を設定し、まちづくり施策を集中的に実施します。これにより効果的な都市施策の実現を図る
とともに、地域全体への波及を図ります。

（２）まちづくり推進重点地区における取り組みの方向性

旧下谷小学校跡地

上野五丁目用地

旧上野忍岡高校跡地

旧坂本小学校跡地

旧東京北部小包集中局跡地

活用可能性のある
公共用地

上野地域

南部地域

浅草・中部
地域

北部地域

根岸・入谷
地域

谷中地域

谷中地区

上野・
御徒町地区

台東・小島
・鳥越地区

浅草橋・
柳橋地区

浅草地区

北部地区

根岸・入谷
地区

・�谷中地区まちづくりの進展
・�谷中二・三・五丁目地区密集住宅市街地

整備促進事業、不燃化特区関連事業
・�都市計画道路の見直し　など

まちづくりを進める地区の特性に応じて、
行政や民間など、多様な主体によるまちづくりへの関わり方を、地区ごとに検討する必要性

地権者等の機運醸成に行政が積極的に関わることにより、民間の参画を誘導

民間事業者によるまちづくりへの積極的な参画を誘導
● �開発需要の高い地区

● �開発需要の低い地区

まちづくり推進重点地区

※具体的な重点施策の可能性については、地域の状況に応じて随時見直していきます。

・�上野「文化の杜」新
構想

・�上野駅周辺整備構想
・�東上野四・五丁目地

区整備
・�上野駅周辺及び地域

内外における回遊性
向上　など

・�特色ある商店街
・�台東デザイナーズビレッジ、

ものづくりに携わる人々の動向
・�防災性の向上　など

・�旧東京北部小包集中局跡地の活用
・�公共交通の利便性向上
・�地域産業の育成　
・�防災性の向上　など

・�国際観光地としての
拠点性強化（交通、
観光案内など）

・�浅草寺周辺の景観ま
ちづくり協定

・�隅田川の活用　など

・�浅草橋駅周辺の魅力・拠点性向上
・�問屋街の活性化
・�隅田川、神田川の活用　など

・�旧坂本小学校跡地の活用
・�上野恩賜公園との連携　など
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